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11回目の授業では⾳楽療法体験をしました。
集う子どもたちや保護者、きょうだいのみなさ
んが共感や達成感を通して自尊感情や関係性の
質を高めていくことをねらいとした模擬セッ
ションです。学生はバルーンに飛び込むなど童
心に返ったかのような活発な活動となりました
が、感想では「バルーンで一体感ができてよ
かった」などねらいをきちんと捉えて言語化し
ており、さすが！教員を目指す学生と頼もしく
思いました。

シニア受講生と学ぶ「宗教学」

まさに受験シーズン真っ只中、今月はセンター入試、引き続き、本学部の入試と続
きます。入試の後は、次の年度に向けたオープンキャンパスが３月に予定されていま
す。学生広報部SUZUKA9もメンバー交代交替。楠木さん、桝井さん、今までありがと
うございました。⾕本さん、北島さん、これから宜しくお願いいたします。（ＴＫ）

あとがき

特別⽀援教育概論 飯田幸雄

12月20⽇（木）三重⼤学「さつき保育園」へ授業の一環
として⾏ってきました。一般の認可保育所とは異なり、認可
外の「事業所内保育所」です。親の夜間勤務などにも対応で
きるような早朝保育、延⻑保育、夜間保育、一時保育などが
あり定員132名、0〜5歳（就学）までの子どもたちを保育し
ています。学生たちは子どもたちにペープサートをしたり、
お泊り保育などの特殊性などを学んだりしてきました。事業
所内保育所は病院職場の外にもたくさんありますが、その規
模や内容が異なり、事業所によっては保育業務を委託してい
るところも多いようです。「さつき保育園」は⼤学が運営し
ており、その規模も⼤きい方と言えます。保育所といえば市
町村が関与する「認可保育所」のことをイメージしやすいで
すが、さまざまな「認可外保育所」があり、そこに子どもた
ちがいることを忘れてはならないのではないでしょうか。

こどもと家庭の福祉 泉 正幸

授業紹介授業紹介

２年生以上の基礎教育科目に「宗教学」があります。教員と
して「多文化」に親しむことを目的に設定した科目ですが、授
業公開科目として、近隣の向学意欲活発なシニアの方々も履修
してくださいました。『基礎ゼミ宗教学』というテキストを用
い、写真のように、毎回アクティブラーニングを⾏っています。
今年度の受講生・養護教育学専攻2年の⻑⽥雪さんも、シニア
学生と意⾒交換をしながら、宗教文化を学んでいます。「講義
を受けて、自分の宗教観が⼤きく変わりました。⽇本の文化を
再認識し、多文化共生について皆で考察する時間は有意義なも
のでした」という感想を述べていました。 （川又俊則）

もちつき大会 研究室へも配りました（1/11）

12月24⽇（月）に、こどもボランティア部の学生たちが、児童養護施設河芸⾥⼭学
院のこどもたちにクリスマスプレゼントを贈りました。 まずは、⾥⼭学院の8人のこ
どもたちに挨拶をしてから、離れて設置したプラスチックボードを目掛けてビーン
バッグを投げるバッゴーという的入れゲームをして遊びました。ビーンバッグをホー
ルに入れたり、ボードに乗せたりして得点を競い合うのですが、こどもたちは得点が
入ると⼤喜びをしていました。 途中で、2人の幼児が参加して、よちよち歩きながら
ビーンバックを放り投げて満足そうな顔をしているの
が印象的でした。 その後、こどもたちがカルタやトラ
ンプで遊んでいると、サンタクロースの学生がやって
きて、お菓子のプレゼントを渡しました。 このプレゼ
ントは、本学のヤマザキショップで募⾦に協⼒してく
れた皆さんの善意によって準備されたものです。32名
の児童と10名の乳児へクリスマスプレゼントを贈るこ
とができたのも、皆さんのご協⼒のお蔭です。ありが
とうございました。 （仲律子）

後期試験直前ですが、１２月も１月も、色々ありました

毎回のアクティブラーニングは刺激的

里山学院へプレゼント贈呈 （12/24）

イメージキャラクター
よろこびちゃん

SUZUKA9楠木さんと台湾の高校生

基礎ゼミナールⅣ・模擬授業（1/9,16）

本号は、結果的に、２年生を多く紹介しました。
次号は１年生もフィーチャーする予定です。

12月19日（水）に台湾から今年10月に国際交流協
定を締結した啟英高校の生徒26名と教員2名が修学

旅行の一環で本学を来訪されました。まず、本学を
訪れたあと歓迎セレモニーで本学理事長の挨拶をは
じめ、市野学長歓迎の挨拶や記念品贈呈などで歓
迎致しました。ランチタイムは３グループに分かれ、
本学の学生と通訳、そしてSUZUKA9が一緒になり、

楽しく食べました。国は違うけど、人間食べる時は最
高の笑顔になりますね。他にもみんなで写真を撮っ
たり、普段の何気ない会話などをしたり、恋愛につい
て語り合ったり。仲良しになるのが早くてびっくりでし
た。お昼からはキャンパスツアーや体験授業も。良い
修学旅行にして、良い思い出をたくさん作って、一生
忘れないモノにして台湾に帰ってほしいですね。また
お会いできる日を楽しみに待っています。

（入試広報キャリア課 吉田翔平）

基礎ゼミナールⅣでは、1月9日、16日の2回に分けて、模
擬授業の発表を行いました。15分という設定で、指導案の作
成を行い、模擬授業を実践しました。 テーマは手洗い指導

や熱中症予防、ケガの予防、睡眠など、養護教諭の専門性
を活かした内容でした。 授業作りの大変さと実践の難しさを

体験し、互いの発表を聞くことで学びを深めることができまし
た。 来年度の養護実習にむけて、課題意識を持って今後の
学修に臨んでほしいものです。 （小川真由子）


